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　「最上地域ビジネス創造支援事業」は、ビジネスの「芽出し」を促し、新規産業の創出につなげると
ともに、それらがステップアップするよう育成することにより、地域経済の活性化と雇用の確保を図る
ことを目的としています。今年度支援する事業について、下記のとおり選定したのでお知らせします。

最上地域ビジネス創造支援事業　選定結果について

１．事業の概要
　最上地域にある資源（農林産物等のほか、地域企業

が有する技術等を含む）を活用した新たな商品の開発

や、そのための研究開発等を募集し、その中から選定

した事業者に対し、事業化に向けた支援を行う。

　今年度より企業と高校生が共同して行う事業化を対

象にした、高校生連携枠を設けた。

２．支援内容
　１件当たり、補助事業に要する額の２分の１以内

（上限30万円）を事業実施者に補助する。
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１　一般枠（５件）　

２　高校生連携枠（１件）　

申請事業者名（代表者名） 所　在　地

真室川町有限会社　ワーコム農業研究所
代表取締役社長　栗　田　幸太郎

新庄名物「とりもつ」を使った新たな名物を目指し「とりもつそば」の商品開
発を行い、商店街各店において「ＣＯＭＥ店そば（かむてんそば）」と銘打っ
て提供する。この取り組みを広くＰＲすることにより観光客の誘致、商店会の
活性化だけでなく新庄最上地域全体の活性化を図っていきたい。

新庄市協同組合　新庄駅前通り商店会
代表理事　高　橋　隆　一

最上地域のふんだんな森林資源に対する理解を広めるとともに、木材の有効活
用を図るため、住宅用木材の加工工程で発生する廃棄木材を使って子供から大
人まで楽しめるデザイン積み木の商品開発を行う。

戸沢村柿崎製材所
代　表　柿　崎　悠　樹

新庄に所縁ある「くじら餅」は新庄の食文化を代表するお菓子として、地域内
でよく食されているが、その性質上、固くなりやすく消費期限が短いのがネッ
クとなっており、お土産品としての流通が限定されているため、お土産品に適
した新商品開発を行い、「くじら餅」の新たな流通拡大を図っていく。

新庄市新庄商工会議所女性会
会　長　小　原　芳　子

地域に自生する野草を使って、健康志向、オーガニック志向の若い人向けの野
草茶の商品開発とその楽しみ方の紹介を合わせて行っていく。収穫に地域の高
齢者の力を借りることで、高齢者の活躍の場づくりや里山の手入れにも繋がり、
地域全体の活性化が図れる。

真室川町森の家　佐　藤　春　樹

「未来の自動車づくり」をテーマに、太陽光・風力・燃料電池の３つのエネルギーを組
み合わせたハイブリッド発電システムの開発と、これらを搭載した「走りながら発電・
充電できる自動車」の製作を行う。また災害時の「電源供給車」としての活用も図って
いく。これを通じ、生徒主体のものづくり活動の実現化と地域の産業化発展に貢献する。

新庄市
山形県立新庄神室産業高等学校教育後援会
　　　　　教育後援会長　佐　藤　勝　也
山形県立新庄神室産業高等学校
　　　　　　　　校　長　菅　野　史　郎

計　　画　　概　　要

申請事業者名・連携高校名（代表者名） 所在地 計　　画　　概　　要

◎医療機器や医薬品を搭載した小型ヘリコプターに、救急
　医療の専門医と看護師が搭乗し、一刻も早く患者に救命
　治療を行う医療専用のヘリコプターです。また、機体も
　小型であるため、救急現場近くの学校のグラウンドや駐
　車場などを臨時の離着陸場（ランデブーポイント）とし
　て、直ちに救命治療を行います。
◎ドクターヘリは、県内全域をほぼ30分でカバーすること
　ができるため、県民の安全・安心なくらしの実現につな
　がります。

■基地病院：県立中央病院（救命救急センター）
■運航時間：原則として8時30分から17時15分
　　　　　　　　　　　　■運航範囲：県内全域
　　　　　　　　　　　　■運航要請・消防機関

救命率の向上・後遺
症の軽減・県内の救
急医療の充実・強化 

農産物生産において重要なカルシウムやマグネシウムを供給材として、廃棄物
のホッキ貝殻を焼成し粉砕処理を行ったものを製造し、稲のいもち病対策の有
効性試験やえだ豆のカルシウム供給材としての実証試験を実施する。また農産
物の成分分析を実施し、良食味産物として高付加価値販売につなげる。


